
●

四
季
・
一
日
（
四
季
の
移
り
変
わ
り

と
夜
と
昼
の
転
換
）

日
が
昇
れ
ば
陰
が
陽
に
、
日
が
沈
め
ば
陽
が

陰
に
変
わ
る
。

夏
至
と
真
昼
は
陽
が
極
ま
り
、
陰
に
移
る
。

冬
至
と
夜
中
は
陰
が
極
ま
り
、
陽
に
移
る
。

夏至春分 冬至秋分 1年

正午日の出 夜中日の入り 1日

●人体 ヒトの身体にも陰陽がある！

陽陰

胸腹
日の当たらない
部分が陰となる。

体内臓器
手足・顔面など体表
に出ている部分に
対して陰になる。

下半身
下部にあるものは陰。
上半身に対して陰
になる。

背中
身体の日の当た
る部分である背
中側は胸腹部に
対して陽になる。

手足、顔面
体表部にあるも
のは陽となる。

上半身
上部にあるもの
は陽。下半身に
対して陽となる。

●
カ
レ
イ
と
ヒ
ラ
メ

左｢

ヒ
ラ
メ｣

右｢

カ
レ
イ｣

目
を
上
に
し
た
時

左→

陽→

ヒ
ラ
メ
は
動
き

が
活
発
で
成
長
が
早
い

右→

陰→

カ
レ
イ
は
お
と

な
し
く
成
長
が
緩
や
か
で

長
生
き
。

●

月
と
太
陽

月
は
陰
。
太
陽
は
陽
。

夜
空
に
浮
か
ん
だ
月
は
陽
。

空
が
陰
。

何
に
基
準
を
置
く
か
に
よ
っ

て
陰
陽
は
変
わ
る
。

月

太陽

中
医
学
の
考
え
方
の
キ
ホ
ン
と
な
る
陰
陽
五
行
説
～
陰
陽
論
～

【
陰
陽
論
と
は
】
森
羅
万
象
、

宇
宙
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
物

を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
陰
と

陽
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類

す
る
思
想
。
陰
と
陽
は
互
い
に

対
立
・
依
存
す
る
属
性
を
持
っ

た
二
つ
の
気
で
あ
り
、
万
物
の

生
成
消
滅
と
い
っ
た
変
化
は
こ

の
二
気
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

と
考
え
る
。

【
陰
】
女
、
夜
、
秋
冬
、
寒
涼
、
酸
苦
、
黒
、
裏
、
下
、
地
、
柔
、
弱
、
静
、
暗
、
物
質
、
抑
制
、
凹
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
、
副
交
感
神
経

【
陽
】
男
、
昼
、
春
夏
、
温
熱
、
辛
甘
、
白
、
表
、
上
、
天
、
剛
、
強
、
動
、
明
、
機
能
、
興
奮
、
凸
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
交
感
神
経

中
医
学

物事には陰と陽の二面性がある。
どちらかが強すぎると調和が崩れてしま
うから「バランス」を摂りながら生きて
いくのがいいピヤ。

福
ゆるっと養生先生。
中医学が大好き。
稲田の相棒。
口ぐせは「ﾋﾟﾔ」

フク

世
界
は

と

で
出
来
て
い
る
！

陰

陽

右 左

陽極まれば陰となる

陰極まれば陽となる

前
回
は
中
医
学
の
診
立
て
で
重
要
な
材
料
と
な
る
「
陰
陽
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

実
は
こ
の
「
陰
陽
」
私
た
ち
の
生
活
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
ん
で
す
！
世
の
中
の
全
て
が
「
陰
陽
」

で
分
け
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。

陽が増加

陽が減少

陰が減少

陰が増加


